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長谷部 愛

・信州大学教育学部理数科学教育学科卒業
→テレビ、ラジオ局勤務

・2013年より気象予報士（TBSラジオほか）

・2018年より東京造形大学非常勤講師
（サステナブルデザイン論）

 テレビ,ラジオ出演他

講演会や執筆活動など



メディアでの発信

大学での講義を通して

地球温暖化についての
理解を促すことで
脱炭素を意識

サステナブルデザイン
論では学生に環境負荷
の少ない創作を促す

地域向けの講演会や
ワークショップを通した
草の根運動

地域のリーダーとして



2025年 記録

新潟市
6月と7月の平均気温が
観測史上最高

記録的少雨からの大雨

今夏、日本の平均気温
観測史上最高を記録
（統計開始（1898年）以来）







絵画の輸送

01 02

人の輸送

飛行機輸送に
おける展示会
等の負荷が大

アートの地産
地消

03 04

活動に伴う人
の移動

オンライン開
催、公共交通
機関利用推奨

美術館の維持 物の消費

温度・湿度管
理→温暖化の
影響も

再 生 エ ネ ル
ギーの活用

創作活動のた
めの資源の利
用

リサイクルを
活用。長く愛
されるﾃﾞｻﾞｲﾝ



しとしと雨の梅雨

歌川広重

《東海道五十三次 虎が雨》



しとしと雨の梅雨

歌川広重

《東海道五十三次 虎が雨》



川や海に近い風景

ヨハネス・フェルメール

《デルフト眺望》



アートで気候変動を伝える

オラファー・エリアソン

・飛行機を使わない作品輸送

・海外スタッフ ０の実施

・ソーラー電池やリサイクル素材
を使ったもの、発泡スチロール
やプラスチックを使わない方法

・失われゆく氷河の展示
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